
 

       

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

講師 
 

 

和田 誠大先生 

 

大阪大学大学院歯学研究科  

有床義歯補綴学・高齢者歯科学講座 准教授 

 

抄録 
 

 

すでにインプラント治療は，さまざまな臨床研究や報告によっ

て高い予知性が確認され，欠損補綴治療にとって欠かせない

治療選択肢になっています．ただし，目先の治療効果（欠損

回復や口腔機能の回復）のみに目を向けて，術前の適切な

管理・治療怠ると，我々歯科医療従事者・患者双方にとって

望ましい結果が得られない場合があります．所詮，インプラント

体は人工物であり，天然歯とは異なるため，メインテナンスフリ

ーではありません．むしろ，口腔内で長期にわたり機能させるた

めには，インプラント治療適応前の十分な前処置，適切な治

療およびメインテナンス計画とその実施が極めて重要となります．

特にメインテナンスには終わりはなく，さまざまな問題が生じる可

能性があり，その最前線におられる歯科衛生士の役割は非常

に大きいと言えます．一方で，効果的かつ効率的なメインテナ

ンスを実施するためには，その手技のみにとらわれるのではなく，

インプラント治療全体にわたる知識を持ち合わせることが望まれ

ます．本講演では，インプラント治療に期待する効果からその

治療の流れ，インプラント治療時に生じるトラブルを共有させて

いただくとともに，効果的な治療結果を導くための適切なメイン

テナンスについてお話いたします． 
 

お問い合わせ 
 

  

 

 

日時 
 

 

令和6年2月23日(日) 

10：00～12：30 
 

会場 
 

 

京都府歯科医師会 

4階会議室 
 

参加費
 

 

無料 

 

定員
 

 

50名 
 

取得単位 
 

 

日本歯科衛生士会生涯研修 

（2単位申請中） 

 

お申込み 
 

 
https://forms.gle/Crwoe7Tne8y3TUHC9 

 

 

   

 

歯科衛生士が知っておくべきインプラント治療 
ーその効果と必要となるメインテナンスー 

第37回京都府歯科医学大会 歯科衛生士会企画セミナー 

公益社団法人 京都府歯科衛生士会 
 

E-mail:kdh2000@mbox.kyoto-inet.or.jp 

その他研修会や、各種資料のダウンロードなどの案内もしています。ぜひ、京都府歯科衛生士会のウェブサイトをご覧ください。 
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